
 
 
解答・解説

１　 に注意しながら，解の公式を適用すると，
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　　となり，括弧内が初項，公比，項数の等比数列の和になるので，
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講評

　対称式の関係を利用した問題．難易度としては基本的であるが，対称式の関係を理解し

ていないと，難しいだろう．『すべての対称式は基本対称式で表せる』ということは式変

形の基礎として理解しておこう．

　１がなければ，解と係数の関係を利用して答えを出すほうがよく，解と係数の関係と

対称式の利用は，非常にポピュラーなものになっている．
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